
十勝での「在宅歯科医療連携室整備事業」
の取り組み

増地裕幸、小林靖、大滝達哉、但木栄

鳥谷部純行、木本恵美子











②メディアによる啓発活動について

ケーブルテレビ、新聞広告、ＦＭラジオ、

タウン情報誌、ホームページ作成などによ
り、「連携室」に関わる事業の周知活動を
行った。



③「連携室」への電話相談について

「連携室」への月の電話相談件数は、Ｈ24年
内は、月数件であったが、Ｈ25年が明けてから
は、平均月15～20件の相談が来るようになっ
た。

相談内容は、在宅歯科診療希望、在宅歯科
診療についての質問、摂食嚥下機能評価・訓
練希望、口腔ケア希望などであった。

新聞などのメディア広告の効果と合わせて、
医療・介護職種からの依頼が、中心となって
きている。



⑤在宅歯科医療連携室推進委員会
の開催について

• Ｈ２５.１月～３月の３回開催

• 委員職種 ：医師・薬剤師・看護師・保健師・

ケアマネージャー・社会福祉士・保健所

行政担当者

・医療・介護・行政との連携推進と、事業の

意見交換、評価を行った。



①歯科に関する支援や相談の
必要性を感じたことがあるか？

常にある

ときどきある

ない

未回答

22%

68%

8%1%



②歯科に関する支援や相談の
必要性を感じたきっかけは何か？

歯・口腔の治療必要

口腔機能低下

食支援必要

介護上対応必要

その他

未回答

36%

33%

10%

11%
5%3%



③どのように対応しましたか？

十勝連携室へ依頼

歯科診療室へ依頼

主治の医師・看護師へ

ケアマネへ依頼

その他

未回答

13%

27%

27%

8%

10%

15%

N=98



①歯科的内容について検討される
ことがありますか？

毎回ある

時々ある

数回ある

ない

未回答

11%

43%29%

16%
1%



①お口の課題チェック票を
使用したことがありますか？

使用したことがある

使用したことがない

未回答

５％１％

94％



①在宅歯科医療連携室を
使用したことがありますか？

使用したことがある

使用したことがない

１８％

８０％



事業考察

今後は「連携室」の地域職種連携のハブ機能

をさらに高めて周知活動を進めるとともに お口の

課題チェック票の精査をし、これを１つのツール

として顔の見える多職種連携に寄与し、今後も

それを継続推進していく所存である。

さらには、その多職種連携に寄与できる歯科衛

生士等の人材確保・育成を進める必要がある。



今後の展開

• Ｈ25.4～十勝歯科医師会の独自事業として継続

• 事業方針）①歯科医療側の体制強化

②事業の地域への情報発信

③医療・介護・行政との連携推進

・キーワード） 開かれた「連携室」へ！

歯科間連携、訪問協力医・相談員のスキルアップ


